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【議題２ 各地区の経過報告について】
（議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について）



議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について 1

約330m

白川

【①地区の地下水低下スケジュール】

・令和４年(2022年)８月２３日から
地下水位低下開始。

・現在、本排水Ⅲの３０日間の影響
確認期間中。

・４月上旬に地下水位低下期間終了
予定。

観測機器 観測箇所数

自記水位計(新規孔)
(MHP内) 

〃 (既設孔)

14基
1基
3基

層別沈下計 1基

沈下鋲 23点

排水ポンプ(MHP) 1箇所

排水ポンプ(単独井戸) 5箇所

①地区の観測箇所数

遮水壁（鋼矢板等）

集水管

単独井戸

マンホールポンプ
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【①地区の現在の水位設定】
段階

名称

GL TP GL TP GL TP GL TP GL TP GL TP

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

目標水位(GL-m)

概略図

3.0

2.26

4.0

4.11 3.35

5.09

4.0

4.06 3.60

4.36 3.30

5.20 2.94

5.0

MHP1-1 SWP1-1 SWP1-2 SWP1-3 SWP1-4 SWP1-5

本排水Ⅲ-3

4.63

5.0

3.70 4.62

4.70

4.14 4.00

4.0

0

1.0

2.0

3.0

5.20 2.69

4.0

3.89 4.00

0

1.0

2.0

3.0

5.20

0

1.0

2.0

3.0

0

1.0

2.0

3.0

5.0 5.0

5.20
5.30 4.53

3.62

4.0

3.03.0

2.02.0

1.01.0

00



【①地区の地下水位モニタリング(GL)】

議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について

・現時点(R5.2.24時点)で目標水位(GL-3m)を達成
しているのは、S1-1(MHP内)、S1-6、S1-7。

・地下水位が最も浅い箇所はS1-5で、目標水位ま
で1.5m程度の地下水位低下が必要。
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地下水位変動図(矢板内側,GL表記,R5.2.24まで)

目標水位GL-3m

揚水開始（2022/8/23）

S1-7

S1-6

S1-1

S1-5

S1-9

W4-4

S1-4

S1-2W4-3

S1-8

S1-3

白川

白川

S1-5

S1-2,4

S1-3

S1-8
W4-3
S1-9
W4-4

S1-7

S1-1

S1-6

揚水前より
0.5m程度低下

揚水前より
0.6～0.7m程度低下

揚水前より
0.8～1.0m程度低下



【①地区の地下水位モニタリング(GL)】
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地下水位変動図(矢板外側,GL表記,R5.2.24まで)

揚水開始（2022/8/23）

・地区外の地下水位は、白川の水位変動と同程度
の変動が見られる。

S1-6'

白川

S1-5'

S1-4'

S1-3'

S1-2'

S1-1'

白川

S1-3'

S1-1'

S1-4'

S1-2'

S1-5'

S1-6'



【①地区の地下水位モニタリング(標高)】
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地下水位変動図(矢板内側,標高表記,R5.2.24まで)

揚水開始（2022/8/23）

地下水位変動図(矢板外側,標高表記,R5.2.24まで)

揚水開始（2022/8/23）

上から順に
・白川
・S1-2,8
・S1-7
・S1-4
・W4-3
・S1-3
・S1-5
・S1-6
・S1-9
・W4-4
・S1-1

上から順に
・S1-5’
・S1-4’
・S1-6’
・S1-1’,白川
・S1-3’
・S1-2’



【①地区の沈下モニタリング(沈下鋲)】

議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について

・地区内の沈下量は、±3mm以内で変動しており、
1段階目の目安値(10mm)以内である。
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揚水開始（2022/8/23）

沈下量変動図(矢板内側,R5.2.22まで)
T1-12

T1-11

T1-10

T1-9

T1-8

T1-7

T1-6

T1-5

T1-14 T1-4

T1-3

T1-2
T1-13

T1-1



【①地区の沈下モニタリング(沈下鋲)】

議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について

・地区外の沈下量は、±2mm以内で変動している。
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揚水開始（2022/8/23）

沈下量変動図(矢板外側,R5.2.22まで)
T1-9'

T1-8'

T1-7'

T1-6'

T1-5'

T1-4'

T1-3'

T1-2'

T1-1'



議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について

・揚水開始以降の圧縮(圧密)量は、全層の合計で
1.43ｍｍである。

・層別で最も圧縮(圧密)しているのは、Ac1層の
1.24ｍｍ である。
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【①地区の沈下モニタリング(層別沈下計)】

Ac1

As1

As2-u,d

Ac2-d

層別沈下量変動図(R5.2.22時点)

揚水開始（2022/8/23）

層別沈下計

1.43
層別圧縮(圧密)量(ｍｍ)

（※参照）
1.24 0.00 0.19 0.00

GL-1.0ｍ～GL-7.9m

Ac1

GL-7.9m～GL-10.3m

As1

GL-10.3m～GL-21.05m

As2-u,d

GL-21.05m～GL-25.5m

Ac2-ｄ

ー
層別圧縮(圧密)量(計算値)(ｍｍ)

（図7参照）
1.24 -0.01 0.20 -1.27

全層合計

累積圧縮(圧密)量(観測値)(ｍｍ)

（図6参照）
1.24 1.23 1.43 0.16 ー

地層



【 ①地区の沈下モニタリング(代表家屋)】
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代表家屋 傾斜角(R5.2.22時点)

D2-1
0mm

D2-2
0mm

D2-3
2mm

D2-4
2mm

0.3/1000 0.3/1000

D3-1
0mm

D3-2
1mm

D3-3
0mmD3-4

0mm

0.1/1000

0.2/1000

D1-1
1mm D1-2

1mm

D1-3
1mm

D1-4
0mm

0.1/1000

0.2/1000

D4-1
2mm

D4-2
3mm

D4-3
1mm

D4-4
3mm

0.2/1000

0.2/1000

0.1/1000

0.3/100
0



【 ①地区の沈下モニタリング(代表家屋)】

議題２-３ ①地区の地下水位低下状況について

・現時点(R5.2.22)での最大傾斜角は、代表家屋⑤の0.6/1000radであり、
１段階目の基準値である1/1000rad以内である。
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代表家屋 傾斜角(R5.2.22時点)

D5-2
0mm

D5-3
-4mm

D5-1
-1mm

D5-4
0mm

0.3/1000

0.6/1000

D5-5
1mm

0.2/1000

0.1/1000

D6-1
-1mm D6-2

1mm

D6-3
1mm

D6-4
0mm

0.4/1000

0.1/1000

0.1/1000

D7-1
-1mm

D7-2
0mm

D7-3
0mm

D7-4
-2mm

0.1/1000

0.1/1000

0.3/1000

D8-1
0mm

D8-2
0mm

D8-3
-1mmD8-4

2mm 0.2/1000

0.3/1000

0.1/1000


